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• 2003年、世界初の BNC と 
WordbanksOnline の共通IF
での検索サービス提供 

• PERC：科学技術英語 

• JEFLL：日本人学習者作文 

• Webコーパス LECS

小学館コーパスネットワーク
https://scnweb.japanknowledge.com/



CEFRレベル付き英語コーパス構築プロジェクト
2001年発表

日本の英語教育に特化した枠組

CEFRレベル判定ツール

• Text Inspector (Cambridge) 

• CEFR Vocabulary Level Analyzer 
（九州大学内田研究室） 

• English Level Checker 
（東京工業大学奥村研究室） 学習用レベル調整済み英語コーパス 

- CEFRレベルでテキスト難易度を限定可能 
- 多様なジャンル（13分野；下位項目39分野） 
- 文法事項を選択して例文検索が可能

コーパス

A1 A2 B1 B2



コーパス作成の流れ

l CEFR-J レベル判定

l フィルタリング

l 収集対象URLの決定

l ファイル収集

l 本⽂テキストの抽出

Ø スタートページからクローリングを行いURLリストを作成
Ø HTMLファイルをダウンロード

Ø タグ単位、ブロック単位で本文テキストの抽出方法を検証
Ø BootCatをベースとして性能評価

Ø 多様なジャンルを含むようにURLを決定

Ø テキストの言語判定、POSタグなどの情報を追加
Ø それを元に用いるファイルを決定

Ø ６段階のCEFR-Jレベルの自動判定



1. 取得分野の仮ジャンルを設定（全68ジャンル）
2. webページを直接確認して、⼈⼿で取得するURLとクローリングを⾏う
スタートページURLを決定

収集対象URLの決定
決定⽅法

⼈⼿で取得したURL スタートページURL 探索で得られたURL
URLの数 551 243 988,599

URLの種類
A) ⼈⼿で取得したURL

• ⼈⼿で直接確認しているので取得したいテキストが必ず存在
• ページ内のノイズ（本⽂以外のテキストや記号）は⽐較的少ない

B) スタートページURL
• クローリングする際に探索開始位置となるURL
• どのようなジャンルのURLが得られそうかを予め⼈⼿で確認

C) 探索で得られたURL
• スタートページからのクローリングによって⾃動取得されたURL
• テキストが存在しない不必要なページも含まれる

取得した後にフィルタリングが必要



ファイル収集

812,784 の HTML ファイルを取得

Crawler

Downloader

スタートページ
URL

http://www.main1/00
http://www.main1/01
http://www.main1/02

http://www.main2
http://www.main3
http://www.main4

データベース

探索で得られた
URL

人手で取得した
URL

• 階層制限7
• 一部のページでは途中
で探索打ち切り

• 条件（階層条件，無視するURL）を
満たすかを判別

• 重複チェック
• 固有番号を付与
• ステータスコードを確認

登録

HTML ファイル

URL ステータスコードの更新
アクセス日の記録

http://www.main1

URLのクローリング（探索）



複数の本⽂抽出⽅法で抽出精度を検証
1. BootCat
2. HTMLの構造を利⽤した抽出法（タグ単位）
3. HTMLの構造を利⽤した抽出法（ブロック単位）

本⽂テキストの抽出

div

li li div li li

li li

div

div

li li div

div

取得したHTMLファイル

• htmlのliタグ、divタグなどテキストが存在す
る可能性が⾼いタグ構造のルールを作成

• ルールに基づいて不要タグの刈り込みを⾏う

• テキストを刈り込みすぎる傾向

タグ単位

• タグ単体ではなくタグの集合からテキスト
位置の推定

• 複数のタグに含まれているテキストをまと
めて抽出

• テキストがまとまっていない場合は抽出で
きない

ブロック単位

HTMLの構造を利⽤した抽出⽅法

<div>
<li>   </li>
<li>   </li>
<div>

<li>    </li>
<li>    </li>
<div> 

<div>   </div>
</div>

</div>
<li>   </li>
<li>   </li>    

div

li li div li li

li li div

div

HTMLテキスト HTML⽊構造



BootCatとブロック単位のテキスト抽出⽅法を採⽤

抽出⽅法の評価

本⽂テキストの抽出

1. 抽出できたテキストの量
• ⽂数と単語数による定量評価
• 多くのテキストを抽出した⽅が評価が⾼い

2. テキスト品質の⼈⼿評価
• 複数のジャンルが含まれるようにサンプリング
• 『webページのフッダ/ヘッダなどの不要な部分が含まれていないか』，
『抽出対象のテキストに取りこぼしがないか』の２点で評価

抽出⽅法の選定を⾏うために以下の⽅法で評価を⾏った

（それぞれのファイルに対して2つの⽅法で抽出を⾏い、得られた単語数の多い⽅を採⽤）

抽出⽅法 採⽤ファイル数

BootCat 328,464

ブロック単位 253,217 

合計 581,681

抽出⽅法を採⽤したファイル数



CEFR-J レベル判定の流れ

1. 本⽂テキストから⽂法事項・語彙を抽出しベクトル化
2. ⽂書ベクトルを学習済みモデルに⼊⼒
3. ロジスティック回帰を⽤いてレベル判定

CEFR-J レベル判定

• 人称代名詞主格(I)+be: I am
• 不定冠詞
• do/doesによる強調

・
・
・

文法事項

語彙
• spend
• told
• yesterday

・
・
・

⽂書ベクトル 学習済みモデル

抽出

抽出

ロジスティック回帰

入力

本⽂テキスト

CEFR-J レベル

A1 A2 B1 B2 C1 C2

※レベル判定器の学習に⽤いたデータ
の特性上、C2レベルの信頼性は低い



フィルタリングの基準

フィルタリング
本⽂テキストに対して、実際にコーパスに含めるテキストを決めるフィルタリングを⾏う

フィルタリング項⽬ コーパスに含める条件

CEFRクラス A1, A2, B1, B2
有効⽂数（Punctuationで終わる⽂） 15 以上

動詞の数 10 以上
最⼤単語数/⽂ 300 以下

最⼤単語⻑ 120 以下
代名詞の数 6 以上

⾔語判定結果 英語

フィルタリングの為の追加情報を付与
• POSタグ付（SpaCyを利⽤）
• ⾔語判定（SpaCy-Langdetectを利⽤）



CEFR-J クラス別のファイル数・単語数

コーパスの統計情報

CEFR-J クラス ファイル数 単語数 有効⽂数 単語数の割合 (%)

A1 394 422,194 29,513 0.22

A2 3,861 3,451,683 210,715 1.59 

B1 37,553 52,161,365 2,728,760 20.61

B2 141,507 204,339,112 10,272,449 77.58
合計 183,315 260,374,354 13,241,437 100

URL数・ファイル数の推移

• フィルタリング後のファイル数は
183,315ファイル

• 今後、コーパスに含めるファイルを
更に選定するので、最終的なファイ
ル数はもう少し減少する⾒込み

989,150

812,784

581,681

探索で得られたURL
＋

人手で取得したURL

実際に取得できた
ファイル数

テキスト抽出後の
ファイル数

フィルタリング後の
ファイル数 183,315



CEFRレベル判定精度の評価

CEFR 人手の判定 ツール判定 一致率 コメント

A1 13 5 38.46% 機械では A2と判定したものが6件あった

A2 33 8 24.24%
機械では A1と判定したものが13件あった
機械では Bレベルに判定したものが12件あった 

A-level 46 33 71.74% Aレベル全体では７割の正答率

B1 26 9 34.62% 機械ではB2と判定したものが10件あった

B2 8 6 75.00% 機械ではA2と判定したものが1件あった

B-level 34 26 76.47% Bレベル全体の推定は7割の正答率
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Machine ratings

判定ツールの精度はCEFRの6段階ではまだそれほど高くはないが，Aレベル
とBレベルを分ける部分に関しては7割強の精度を出せているので，webコー
パスのテキスト難易度分類を自動で行った後のレベル調整方法を今後考案し
て，人手の分類に近い分類に近づけたい．

A1

CEFRに習熟した判定者

A

B

A1

A1

A1

CEFRに習熟した判定者

A

B
A2

A1
C

A1

最終判定と各判定者の Cohen’s Kappa = 0.7 

この人手の判定ファイル80件をベースに 
ツールの判定結果を評価した

基本は2名のCEFR判定

2名が異なる判定の場合， 
3人目が判定して最終判断

A1 A2 B1 B2 Total
A1 5 6 2 13
A2 13 8 8 4 33
B1 2 5 9 10 26
B2 1 1 6 8
Total 20 20 20 20 80



A1-level テキストのコンコーダンス

B2-level テキストのコンコーダンス



CEFR-J準拠webコーパス開発

• 教育用コーパスの自動構築の試み 

• CEFR-Jリソースを活用することでCEFRレベル別の
テキストをある程度自動収集できる可能性を示した 

• 多様なジャンルでCEFRレベル表示があり、かつ文法
事項単位の検索ができるコーパス 
→　外国語教育支援への強力な武器になる 

• 課題： 

• Aレベル，Bレベル内の詳細レベル 
の判定精度 

• A1レベルのテキストがwebでは 
少ない

まとめ


